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海面（約1013hPA）

富士山頂
（約640hPa）

・空気の重さによる圧力
・1気圧＝約1013hPa（ヘクトパスカル）
・標高が高いほど気圧は小さくなる

【�気圧�(大気圧)�】

圧力を求める式

大 ［力のはたらく面積］ 小

小 　　   ［圧力］     　　大 

力の大きさ（N）

力がはたらく面積（㎡）
圧力（Pa）=

・一定面積（1㎡）あたりに垂直にはたらく力
・単位はPa（パスカル）、N/㎡（ニュートン毎平方メートル）
・1Pa=1N/㎡
・力の大きさが同じとき
　力のはたらく面積が小さいほど
　圧力が大きい

【�圧力�】
まい

ち

あ め✕
÷÷

ち：力の大きさ
あ：圧力
め：力がはたらく面積

ち ＝ あ ✕ め
あ ＝ ち ÷ め
め ＝ ち ÷ あ

・1㎠＝　　　  ㎡

　［㎠］から［㎡］になおすには数字を　　　 倍する！

・100g のとき 1N　→　1kg だと 10N
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